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新
緑
が
美
し
く
、
梅
か
ら
桜
そ
し
て
橘
の
花
も
咲
く
季
節
と
な
り

ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
物
心
両
面
で
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
初
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
に
、
二
〇
一
四
年
度
に
は

学
園
と
し
て
二
年
間
か
け
策
定
に
向
け
議
論
し
て
き
た
学
園
の
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
が
成
案
と
し
て
纏
ま
っ
た
年
で
し

た
。
当
初
予
定
し
て
い
た
十
月
に
は
間
に
合
わ
ず
、
十
一
月
末
に
な

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
左
下
に
バ
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
二
〇
一
四
年
度
で
の
学
校
の
活
動
実
績
で
す
が
、
進
学
結
果

で
は
国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
三
四
名
に
と
ど
ま
り
、
過
去
最
高
は

更
新
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
京
都
橘
一
一
三
年
の
歴
史
上
で

初
の
医
学
部
医
学
科
合
格
が
現
役
と
浪
人
で
複
数
名
（
五
名
）
で
ま

し
た
こ
と
は
報
告
に
値
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年
は
中

高
一
貫
生
の
一
期
生
が
受
験
す
る
年
で
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
行

し
て
お
り
、
さ
ら
に
鍛
え
て
過
去
最
高
を
大
幅
に
超
え
る
実
績
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

自
主
自
治
活
動
で
も
夏
の
南
関
東
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
過
去
最
高

の
選
手
団
三
六
名
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
・

陸
上
部
）
、
本
校
の
誇
り
高
い
実
績
と
し
て
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
総
合
文
化
祭
出
場
の
太
鼓
部
が
今
年
は
優
良
賞
で
し
た
。
秋
の
国

体
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
準
優
勝
、
吹
奏
楽
部
が
三
年
ぶ
り
十
四

回
目
の
全
国
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
を
果
た
し
銀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
す
で
に
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
正
月
の
春
高
バ
レ
ー
と
高

校
サ
ッ
カ
ー
は
ベ
ス
ト
十
六
と
ベ
ス
ト
八
と
い
う
結
果
で
し
た
。
全

校
一
体
と
な
っ
た
応
援
は
今
年
も
健
在
で
し
た
。
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
生
徒
会
活
動
も
活
発
に
展
開
し
て
お
り
、

要
求
交
渉
運
動
で
の
学
校
側
か
ら
の
回
答
場
面
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
橘
の
風
」
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
二
〇
一
五
年
入
学
生
徒
数
が
三
月
二
四
日

の
高
校
一
斉
登
校
日
に
確
定
し
ま
し
た
。
世
間
の
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
全
教
職
員
で
生
徒
募
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
中

学
校
五
七
名
、
高
等
学
校
二
四
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
定
員
は
中
学

校
六
〇
名
、
高
等
学
校
二
四
〇
名
で
し
た
が
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は

二
八
〇
名
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
厳
し
い
結
果
と
受
け
止
め
る
べ
き

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
更
に
引
き
締
め
て
生
徒
募
集
活
動
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
の
た
め
今
後
も
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の

で
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

青
葉
が
鮮
や
か
に
生
い
茂
り
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
今
日
こ
の
頃
。

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
春
光
会
に
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
有
名
大
学
へ
の
合
格
者
が

年
々
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
重
に
先
生
方
の
ご
指
導
と
、
生

徒
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
証
だ
と
思
い
ま
す
。
勉

学
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
、
ま
さ
し
く
「
文
武
両
道
」
を
掲
げ
ら
れ

て
い
る
京
都
橘
で
す
。
私
た
ち
卒
業
生
の
誇
り
で
す
。

　

さ
て
、
春
光
会
で
は
四
十
歳
代
以
下
の
役
員
も
増
え
、
新
し
い
感

覚
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
役
員
の
中
に
は
京
都
橘
中
学
校
・
高

等
学
校
父
母
の
会
役
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

父
母
の
会
と
春
光
会
が
密
接
に
関
わ
り
、
橘
翔
会
、
橘
幸
会
と
京

都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
の
発
展
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
母
校
の
益
々
の
発
展
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
で
は
、
役
員
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
報
誌
の
記
事
の
ご
協
力
も
お
願
い

し
ま
す
。



会 務 報 告

　6月21日(土) 2014年度春光会総会がJR京都駅にある
ホテルグランヴィア京都に於いて開催されました。
　会員28名、来賓2名の参加で第一部の総会が開催され
ました。第二部は橘翔会と合同で懐かしい先生方との懇
親会では、信田あや子さんの力強い黒田節を今年も披露
されました。また、塩原先生が、ハーモニカを演奏しな
がらギターを弾いたり、先生が作詞作曲された京都橘で
の思い出の歌の弾き語りなど、ちょっとしたライブショ
ーに酔いしれました。

【春光会2013年度決算】

基本財産

収　　入
項　目

前年度繰越金
入　 会　 金
預　 利　 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より

　　合　計

10000×239

お祝い他

クッキー等学園祭売上等

予　算
3,370,329
2,250,000

5,000
200,000
50,000

0

5,875,329

決　算
3,370,329
2,390,000

449
156,000
34,164

0

5,950,942

増　減 備　考 備　考
0

140,000
△ 4,551
 △ 44,000
△ 15,836

0

75,613

収　　入 支　　出
前年度繰越金
受 取 利 息
組み入れ金
　　合　計

次年度繰越金
一般会計へ

　　合　計

6,565,111
1,140

0
6,566,251

6,566,251
0

6,566,251

財産目録

経常費の部

基本財産の部

郵便貯金

京都銀行

京都銀行

通　　常
普通預金
定期預金
普通預金
定期預金
　合　計

85,602
1,183,857
2,286,508

0
4,566,251
2,000,000
10,122,218

自　2013年4月1日　至　2014年3月31日

自　2013年4月1日　至　2014年3月31日

支　　出
項　目

事　業　費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　 備　 費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　 合　計

予　算
3,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000

0
10,000

0
2,215,329
5,875,329

決　算
2,137,733
10,000
120,000
100,000

0
27,242

0
0
0

3,555,967
5,950,942

増　減
△ 862,267
△ 90,000
△ 80,000
△ 100,000
△ 50,000
△ 72,758

0
△ 10,000

0
1,340,638
75,613

【春光会2014年度予算】
収　入

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より
前年度繰越金

　　合　計

事　 業　 費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　備　費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　　合　計

金　額
3,490,000

5,000
200,000
30,000

0
3,555,967

7,280,967

3,000,000
100,000
200,000
200,000
30,000
100,000

0
10,000

0
3,640,967
7,280,967

備　考 備　考
@10,000×349名

＠1,000×200口
橘祭売上等

会報印刷・郵送費・総会費用・記念品他
１支部・学年・クラス会
クラブ関係お祝い金
役員会・会報誌取材

支　出 金　額

2012年度

春光会総会報告
2014年度

春光会総会報告

現　　金

２０１３年 
　　　　4月7日 入学式（臨席）
　　　　　　　　　新入生　中学校56名・高等学校270名
　　　　4月21日 太鼓部定期演奏会（お祝い金贈呈）
　　　　6月1日 役員会
　　　　6月15日 春光会総会（新・都ホテル）
　　　　7月11日 バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　インターハイ出場（お祝い金贈呈）
　　　　7月28日 役員会
　　　　9月 太鼓部全国高文祭最優秀賞受賞
　　　　　　　　 文部科学大臣賞受賞（お祝い金贈呈）
　　　　9月13日　役員会　　　　
　　　　9月15日 学園祭
　　　　11月9日 秋の散策（和歌山方面）　
　　　　12月12日 バレーボール部春高バレー出場
　　　　　　　　　お祝い（お祝い金贈呈）
　　　　12月22日　男子サッカー部全国高校サッカー選
　　　　　　　　　 手権大会出場お祝い（お祝い金贈呈）
　　　　12月22日・23日　吹奏楽部定期演奏会
　　　　　　　　　（お祝い金贈呈）
２０１４年 
　　　　1月11日 役員会
　　　　2月22日 役員会
　　　　2月28日 春光会入会式
　　　　3月1日 京都橘高等学校卒業式（臨席）
　　　　3月21日 京都橘中学校卒業式（臨席）

自2013年4月  ～  至2014年3月

吹奏楽部・太鼓部・バレー部・
陸上部・サッカー部祝金他

新聞発行・発送･総会費用・記念品他

同窓会補助

　

役員会他

ハガキ・メール便等役員通信費他

京都橘中学校・高等学校春光会（２）2015. 4. 30　発行
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本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名
を
掲

載
し
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に
「
口
数
、
金

額
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

会
　
　
長

　

吉
岡　

春
美
（
昭
41
卒
）

副
会
長

　

松
村　

典
子
（
昭
41
卒
）

　

小
林　
　

栄
（
昭
54
卒
）

　

中
井　

美
実
（
昭
54
卒
）

会
　
　
計

　

宗　
　

裕
子
（
昭
58
卒
）

　

村
上
夕
美
子
（
昭
58
卒
）

会
計
監
査

　

森
川　

節
子
（
昭
57
卒
）

　

吉
川　

等
子
（
平
2
卒
）

常
任
委
員

　

奥
川
ノ
ブ
エ
（
昭
19
卒
）

　

萱
沼　

房
子
（
昭
35
卒
）

　

川
辺　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

出
村
美
枝
子
（
昭
35
卒
）

　

三
上　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

石
村　

常
枝
（
昭
40
卒
）

　

安
田
紀
代
子
（
昭
40
卒
）

　

奥
野　

晃
子
（
昭
41
卒
）

　

後
藤
エ
ミ
子
（
昭
41
卒
）

　

宮
本　

芳
美
（
昭
41
卒
）

　

菜
畠　

雅
代
（
昭
52
卒
）

　

上
田　

章
子
（
昭
54
卒
）

　

善
積　

和
子
（
昭
54
卒
）

　

石
野　

浩
子
（
昭
57
卒
）

　

風
間　

由
美
（
昭
57
卒
）

　

中
橋　

昌
美
（
昭
57
卒
）

　

西
嵜　

信
子
（
昭
57
卒
）

　

井
上　

和
子
（
昭
58
卒
）

　

森
安　

優
子
（
昭
61
卒
）

　

西
村　

育
恵
（
昭
61
卒
）

　

平
野
万
里
子
（
昭
62
卒
）

　

寺
田　

由
香
（
昭
63
卒
）

　

山
本　

友
美
（
昭
63
卒
）

　

小
松　

里
奈
（
平
4
卒
）

　

中
辻　

道
子
（
平
4
卒
）

　

村
上　

香
織
（
平
4
卒
）

　

幡
井　

信
子
（
平
10
卒
）

　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）

　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）

相
談
役

　

松
尾　

律
子
（
昭
35
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

昭
和
35
・
商

41
・
被

19
・
師

54
・
被

57
・
普

37
・
被

41
・
被

三
上　

幸
子

松
村　

典
子

奥
川　

ノ
ブ
エ

小
林　

栄

森
川　

節
子

長
瀬　

郁
子

長
瀬　

昌
子

24
・
専

35
・
被

35
・
被

41
・
商

47
・
普

54
・
普

森
田　

道
子

萱
沼　

房
子

黒
川　

貞
子

後
藤　

エ
ミ
子

中
井　

美
実

小
川　

美
香

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会
役
員

春
光
会
役
員

2
0
1
4
年
度

2
0
1
4
年
度

　

皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
今
回
の
日
帰
り
の
旅
は
「
お
伊
勢
さ

ん
参
り
」と
な
り
ま
し
た
。平
成
二
十
五
年
十

月
に
第
六
十
二
回
式
年
遷
宮
の
遷
御
の
儀
が

行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
お
参
り
を
さ
れ
た
事

と
思
い
ま
す
。私
は
新
し
い
お
社
へ
の
お
参

り
は
初
め
て
な
の
で
楽
し
み
に
参
加
を
し
ま

し
た
。

　

交
通
事
情
が
良
く
な
っ
た
の
で
「
伊
勢
ま

で
は
近
く
な
っ
た
。」と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。

　

京
都
駅
の
集
合
場
所
か
ら
バ
ス
に
乗
り
込

み
、休
憩
を
と
り
な
が
ら
バ
ス
は
進
み
、本
当

に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
間
に
第
一

の
目
的
地
で
あ
る
お
昼
を
頂
く
場
所
へ
。

”伊
勢
か
ぐ
ら
ば
リ
ゾ
ー
ト　

千
の
社
“
に

到
着
。バ
ス
を
降
り
て
玄
関
ま
で
行
く
と
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
お
出
迎
え
、
そ
し
て
大

き
な
銅
鑼
が
鳴
ら
さ
れ
昼
食
の
お
部
屋
ま
で

お
伊
勢
さ
ん
参
り

案
内
さ
れ
ま
し
た
。　

　

こ
こ
は
伊
勢
神
宮
に
も
近
く
宿
泊
施
設
・

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
野
球
場
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施

設
が
有
り
広
大
な
敷
地
に
は
子
供
も
楽
し
め

る
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

食
事
の
用
意
が
さ
れ
て
い
る
広
い
部
屋
に

通
さ
れ
る
と
豪
華
な
会
席
料
理
の
席
が
。前

菜
か
ら
十
二
品
の
御
馳
走
。内
容
は
、て
こ
ね

寿
司
、体
が
温
ま
る
鍋
物
、伊
勢
う
ど
ん
、お

造
り
、伊
勢
エ
ビ
と
勢
ぞ
ろ
い
で
す
。味
も
お

い
し
く
量
も
食
べ
切
れ
な
い
ほ
ど
で
目
も
お

腹
も
満
足
、満
足
。

　

し
ば
し
休
憩
を
し
て
お
腹
を
落
ち
つ
け
て

か
ら
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
い
ざ
お
伊
勢
さ
ん

へ
。

　

今
回
は
時
間
の
都
合
も
あ
り
内
宮
の
み
の

参
拝
と
な
り
ま
し
た
が
、
バ
ス
を
降
り
て
人

の
多
さ
に
び
っ
く
り
!!　

さ
す
が
！
お
伊
勢

さ
ん
。で
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
個
々

に
歩
い
て
お
参
り
。

　

宇
治
橋
を
渡
り
手
水
舎
で
お
清
め
を
済
ま

し
第
一
鳥
居
を
く
ぐ
り
ま
す
。そ
ろ
そ
ろ
と

歩
き
御
手
洗
い
場
に
寄
り
清
ら
か
な
五
十
鈴

川
を
眺
め
、水
を
手
で
す
く
っ
て
み
る
。皆
さ

ん
し
ま
す
よ
ね
！（
笑
）

　

い
つ
の
時
代
も
厳
か
な
雰
囲
気
を
保
っ
て

い
る
参
道
を
進
み
い
よ
い
よ
内
宮
（
皇
大
神

宮
）。ち
ょ
っ
と
背
筋
を
伸
ば
し
て
”二
礼
二

拍
手
一
礼
“
お
参
り
を
済
ま
せ
る
と
落
ち
着

い
た
気
分
に
な
る
の
は
日
本
人
だ
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　

帰
り
道
は
お
札
・
お
守
り
・
御
朱
印
等
を

い
た
だ
き
休
憩
所
で
お
茶
の
接
待
を
受
け

少
々
休
憩
。こ
こ
で
い
た
だ
い
た
日
本
茶
が

と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。内
宮
前
ま
で

信
田　

あ
や
子

吉
岡　

春
美

中
村　

育
子

石
村　

常
枝

下
伊
豆　

貞
子

川
辺　

幸
子

永
野　

節
子

41
・
被

41
・
被

35
・
被

40
・
普

23
・
本

35
・
被

29
・
　

戻
り
お
か
げ
横
丁
へ
。地
図
を
見
な
が
ら
気

に
な
る
お
店
を
探
索
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
昔
な
が
ら
の
街
並
み
を
再
現
し
て
い
る
一

角
に
懐
か
し
い
お
も
ち
ゃ
、
け
ん
玉
や
紙
風

船
な
ど
な
ど
…
。孫
の
お
土
産
に
と
購
入
し

ま
し
た（
笑
）

　

時
間
帯
が
合
わ
ず
聞
け
な
か
っ
た
の
で
す

が
太
鼓
の
演
奏
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。集
合

時
間
が
迫
り
、
慌
て
て
”赤
福
“
を
購
入
し

バ
ス
へ
戻
り
ま
し
た
。楽
し
い
時
間
も
過
ぎ
、

家
路
に
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
行
事
で
す
が
ゆ
っ
た
り
と
し

た
バ
ス
旅
で
す
。気
兼
ね
の
な
い
友
達
と
の

小
同
窓
会
に
お
勧
め
の
旅
で
す
。み
な
さ
ま

一
度
、
お
友
達
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
て
下

さ
い
。懐
か
し
い
先
生
方
に
会
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
よ
。

　

次
回
を
楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

窪
田　

ヨ
シ
子

杉
山　

恵
美
子

西
嵜　

信
子

竹
本　

佳
代

安
達　

佳
子

松
尾　

律
子

水
田　

和
子

35
・
被

44
・
被

57
・
普

22
・
本

平
成
14
・
普

35
・
被

16
・
手
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今
春
、
一
一
一
期
生
三
四
五
名
の
生
徒
が

本
校
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。
国
公
立
大

学
の
合
格
は
、
北
海
道
大
学
、
大
阪
大
学
、

神
戸
大
学
を
は
じ
め
三
四
名
（
防
衛
医
科
大

学
校
含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。
新
課
程
に
な

っ
て
か
ら
初
と
な
る
二
〇
一
五
年
度
入
試
の

セ
ン
タ
ー
試
験
で
は
受
験
科
目
が
増
え
、
特

に
国
公
立
志
望
者
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
な

も
の
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
年
は
初

め
て
国
公
立
医
学
科
、
獣
医
学
科
に
現
役
で

合
格
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
に
は
難
関
私
立

大
学
（
関
関
同
立
）
七
一
名
を
含
め
、
延
べ

六
六
三
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
プ
ロ
・
実
業
団
へ
三
名
が
進
ん
で
い
ま

す
。

（
中
学
校
）

　

二
〇
一
五
年
度
は
志
願
者
が
若
干
減
少
し

た
も
の
の
、倍
率
四
・
一
倍
と
京
都
全
体
の
平

均
三
・
二
倍
（
確
認
中
）
を
上
回
る
応
募
状
況

で
し
た
。全
体
に
入
試
日
程
の
短
期
化
が
進
み
、

本
校
で
も
初
日
に
午
後
入
試
を
導
入
し
た
り
、

新
た
に
自
己
推
薦
型
の
Ｖ
Ｐ（
Ｖ
コ
ー
ス

P
r
e
m
i
u
m
）
入
試
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
度
は
、
五
七
名
（
男
子
二
九
名
・

女
子
二
八
名
）の
入
学
者
を
迎
え
、一
〜
六
期

全
て
の
学
年
が
そ
ろ
い
ま
す
。学
習
に
、
学
校

生
活
に
と
意
欲
的
に
取
り
組
み
、成
長
著
し
い

進
路
状
況

❹

進
路
保
障
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
「
進
学

ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
い
う
事
業
を
一
一
二
期
生

（
高
校
三
年
生
）
対
象
に
開
始
し
ま
し
た
。

進
路
実
績
が
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
に
様
々

な
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

Ｖ
コ
ー
ス
一
期
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
校
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
学
校
紹
介
W
e
b
マ
ガ
ジ

ン
「
コ
コ
ロ
コ
ミ
ュ
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　（
高
等
学
校
）

　

二
〇
一
五
年
度
も
倍
率
五
・
一
倍
と
、京
都

全
体
の
平
均
三
・
五
倍
を
大
き
く
上
回
る
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、
国
公
立
特
進（
Ｓ
）

コ
ー
ス
は
引
き
続
き
一
三
、三
倍
の
高
倍
率
で
、

新
聞
各
紙
で
倍
率
の
高
い
学
校
の
筆
頭
に
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、
昨
年
よ
り
第
一

希
望（
推
薦
・
専
願
）受
験
者
が
増
加
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
活
躍
、
落
ち
着
い
た
環
境
や
学

習
・
進
路
指
導
へ
の
期
待
か
ら
、京
都
を
は
じ

め
大
阪
・
奈
良
・
滋
賀
な
ど
広
範
囲
か
ら
受
験
・

入
学
者
が
あ
り
ま
す
。二
〇
一
五
年
度
は
、
内

部
進
学
二
ク
ラ
ス
と
外
部
入
学
七
ク
ラ
ス
の

国
公
立
医
・
薬
・
獣

現
役
合
格
。新
し
い
進
路
を

切
り
拓
き
ま
し
た

おもな大学の合格者数

◆
国
公
立
大
学
　
　
　
三
四
名

　
北
海
道
大
学

　
大
阪
大
学

　
神
戸
大
学

　
滋
賀
大
学

　
奈
良
女
子
大
学

　
兵
庫
県
立
大
学
　
　
　
　
　
四
名

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
　
　
　
二
名

　
京
都
府
立
医
科
大
学
　
　
　
二
名

　
滋
賀
医
科
大
学
　
　
　
　
　
一
名

　
大
阪
市
立
大
学
・
金
沢
大
学
他

◆
私
立
大
学
　
　
　
五
四
四
名

　
京
都
橘
大
学
　
　
　
　
二
七
三
名

　
関
関
同
立
　
　
　
　
　
　
七
一
名

　
産
近
龍
佛
　
　
　
　
　
　
八
九
名

　
慶
応
・
国
際
基
督
教
大
学
他

◆
短
期
大
学
　
　
　
　
二
七
名

◆
専
門
学
校
　
　
　
　
四
七
名

http://www/cocorocom.com/labo/
report156_1.php

計
九
ク
ラ
ス
二
八
五
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

桃
山
移
転
三
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
五

年
度
入
試
で
は
、
中
学
・
高
校
と
も
に
地
元

か
ら
の
受
験
・
入
学
者
が
増
加
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
学
校
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
め
ざ

し
ま
す
。ま
た
、
親
子
二
代
・
三
代
で
、
兄
弟

姉
妹
で
の
入
学
者
＝「
橘
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
も
さ

ら
に
増
え
て
い
ま
す
。

ドリーム☆スクールのご案内
桃山移転３０周年を記念し、地元のみなさんに感謝の
意をこめて橘教育を還元すべく、小学生対象のドリー
ム☆スクールを開催します。オール橘で臨む、夢と希
望を育む体験講座にご注目ください。

日時　２０１５年５月２３日（土）午前中
場所　本校一帯

詳しくは本校ＨＰをご覧ください 。

インターネット・ホームページ 主　催：京都橘中学校・高等学校　　　　後　援：京都市教育委員会

～遊び心が夢へとつながる～
～遊び心が夢へとつながる～

伏見桃山の地に移転して30年―

見守り支えてくださった地域のみなさんに感謝の意をこめて、ドリーム☆スクールを開催いたします。

子どもたちの夢と希望をふくらませる、数多くのプログラムを用意しています。

日　時 ５月23日（土）9：1０~11：40〔　　〕
会　場 京都橘中学校・高等学校対　象 小学生（３年生~６年生）

プログラムⅠ 100分企画
プログラムⅡ 50分企画

おしゃべりCafe

ワクワク ドキドキの

　君はどれを選ぶ？
　　楽しいプログラムがいっぱい！

大きな紙に好きな一文字を書いてみよう
インテリアをデザインしよう縄文土器をつくろう！！石の世界をのぞいてみよう君もゲームプログラマー高校生と橘バレーを体験しよう！高校生と一緒にサッカーをしよう！高校生とバスケットボールをしよう！ボルトのようにかける！和太鼓でドンドコ♪ミュージシャンになろう！

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K

L
M
N
O
P
Q
R

S
T
U

英語de Cooking ～おいしく英語を学ぼう！～
声優体験 ～アニメの世界を体験するニャン～
パズル三昧！！
折り紙で箱をつくろう！！将棋のこまで遊んでみよう！！たちばな歴史探検隊（フィールドワーク）
色が変わる！？  　人工イクラ＆人工クラゲを作ってみよう
卵をつくろう“オレンジの悪魔”をバックにミニコンサート！！
トレジャー☆ハント Ver.２

8：40～受付開始

プログラムⅠから１つ　または  プログラムⅡから２つ選んでね！

参加無料

タイムスケジュール8：40
9：10
9：30
9：45

10：35
10：50

11：40

受付開始
あいさつ 吹奏楽・太鼓かんげい演奏

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ

京都橘中学校・高等学校 桃山移転30周年記念 地域還元事業

※申し込み締切　5月17日（日）

（４）2015. 4. 30　発行 京都橘中学校・高等学校春光会

入
試
状
況



　去る 2月 27 日（金曜日）、多くの思い出が
残る京都橘中学校・高等学校フェスティバ
ルホールにおきまして、春光会入会式を行
いました。京都橘中学校・高等学校を巣立ち、
新たな進路へ進まれる 353 名の卒業生のみ
なさん御卒業おめでとうございます。若々
しいみなさんのご入会を心より歓迎し、吉
岡春美会長の手から、卒業生代表　杉山侑
鈴奈さんの手に、春光会の会員証と入会の
記念品としてフォトフレームを贈呈いたし
ました。

❺

　

恒
例
の
橘
祭
が
、
九
月
十
三
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
光
会
も
例
年
ど
お
り
、
当
日
お
借
り

し
た
教
室
の
前
に
て
、
昨
年
好
評
だ
っ
た

手
作
り
お
か
き
、
み
た
ら
し
団
子
、
三
色

団
子
、
洋
菓
子
、
今
年
初
め
て
の
あ
ぶ
ら

と
り
紙
の
販
売
を
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
人

気
が
あ
り
早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

ま
た
教
室
で
は
卒
業
生
の
作
品
、
関
東

美
代
子
さ
ん
（
昭
和
四
十
一
年
卒
）
の
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
中
嶋
久
栄
さ
ん
（
昭
和
五

十
八
年
卒
）
の
フ
エ
ル
ト
画
、
長
谷
川
康

恵
さ
ん
（
昭
和
五
十
八
年
卒
）
の
プ
リ
ザ

ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
、
今
年
も
陶
芸
教
室

（
橘
幸
会
）
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
素
晴
ら
し
い

作
品
に
感
心
し
な
が
ら
鑑
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

春
光
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
ル

ー
ム
を
設
け
、
卒
業
生
が
会
え
る
場
所

と
し
て
開
放
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

橘
祭
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
二
〇
一
五
年
度

　
九
月
十
日
㈭
　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
一
日
㈮
　
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
九
月
十
二
日
㈯
　
橘
　
祭

　
対
　
象

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
象
者
の
名

　
簿
と
、会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、報
告

　
書
、写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
春
光
会
で
は
、
学
年
、
コ
ー
ス
、
ク
ラ
ブ

単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、
企
画
を
援
助
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催

を
計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
補
助
金
は
左
記
の
内
容
で
す
。

﹇
案
内
送
付
対
象
者
数
﹈が 

　
　
20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

　
　
51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

 

　
　
以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

　
　
　
5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

入 会 式ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

ど
ん
ど
ん
開
こ
う

同
窓
会

入会式
S56年卒 同窓会（有志）　2014.7.13
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今
回
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
卒
業
さ
れ

た
山
本
美
和
さ
ん（
旧
姓　

藤
田
美
和
さ
ん
）

の
お
仕
事
現
場
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。彼

女
は
、
花
王
カ
ス
タ
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

㈱
近
畿
リ
ー
ジ
ョ
ン
近
畿
北
エ
リ
ア
グ
ル
ー

プ
京
都
チ
ー
ム
で
、
営
業
と
し
て
働
く
二
児

の
母
で
す
。

　

京
都
橘
高
校
在
学
中
は
、
就
職
コ
ー
ス
を

希
望
し
、
ア
パ
レ
ル
業
界
を
目
指
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。学
校
か
ら
は
、大
き
な
ア
パ
レ

ル
会
社
の
斡
旋
を
受
け
、
大
好
き
な
洋
服
に

携
わ
る
仕
事
に
就
き
、結
婚
を
機
に
退
職
。そ

の
後
、
旅
行
会
社
や
法
律
事
務
所
な
ど
で
の

業
務
を
経
験
し
、
十
四
年
前
に
現
在
の
会
社

に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。当
初
は
、営
業
職
な
ん

て
出
来
る
か
な
と
、
不
安
し
か
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。救
い
だ
っ
た
の
は
、主
婦
と
し
て
日

常
使
用
し
て
い
る
も
の
が
商
品
と
い
う
こ
と

で
、
多
少
の
商
品
知
識
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
、

彼
女
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

仕
事
内
容
は
、
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
を
ま
わ
り
、担
当
商
品
の
チ
ェ
ッ
ク
、売

り
場
担
当
の
方
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
よ
り

売
れ
る
た
め
の
売
り
場
作
り
を
自
ら
行
う
そ

う
で
す
。販
売
職
営
業
な
の
で
、毎
月
売
上
げ

予
算
を
立
て
ら
れ
、数
字
を
追
う
毎
日
。担
当

す
る
お
店
に
よ
っ
て
は
、
数
百
万
円
か
ら
数

千
万
円
の
予
算
が
毎
月
立
て
ら
れ
る
そ
う
で

す
。大
き
す
ぎ
る
額
に
驚
き
ま
し
た
。

　

彼
女
は
言
い
ま
す
。「
お
互
い
生
身
の
人
間

な
の
で
、
波
長
の
合
わ
な
い
人
や
苦
手
な
人

も
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
商
談
か
ら

逃
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。た
だ
、自
分
の

思
い
は
、
弊
社
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
商
品
を

多
く
の
消
費
者
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。そ
れ
が
、
お
店
の
売
上
げ
に
繋
が
り
、
お

店
の
利
益
を
上
げ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
気

持
ち
。た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。」

　

売
れ
行
き
が
悪
い
商
品
や
売
り
に
く
い
商

品
は
、ど
う
す
れ
ば
売
れ
る
だ
ろ
う
か
。試
行

錯
誤
の
毎
日
で
、
売
り
場
の
提
案
を
す
る
と

同
時
に
、
商
品
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
方
法
を
考
え

た
り
、
景
品
を
付
け
て
消
費
者
の
興
味
を
惹

き
つ
け
る
販
売
方
法
な
ど
を
展
開
す
る
そ
う

で
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
す
ぐ
に
結
果
に
結
び

つ
く
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
事
か

ら
コ
ツ
コ
ツ
と
始
め
て
い
き
、
成
功
や
失
敗

を
繰
り
返
し
な
が
ら
自
分
の
も
の
に
し
、
そ

の
お
店
に
あ
っ
た
販
売
方
法
の
提
案
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
の
結
果
、売

り
場
担
当
の
方
や
流
通
の
方
と
の
信
頼
が
深

ま
り
、売
上
げ
が
み
る
み
る
伸
び
、八
期
連
続

売
上
げ
達
成
と
い
う
す
ば
ら
し
い
記
録
に
繋

が
っ
た
そ
う
で
す
。「
多
く
の
方
の
お
力
添
え

も
あ
り
、達
成
で
き
た
の
で
す
。と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。」と
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。一
人
の
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
誠
実
に
仕
事
に
取
り
組
む
姿
を
見
て
い

る
と
、
彼
女
の
日
々
の
努
力
と
純
粋
に
自
社

製
品
を
愛
す
る
気
持
ち
、そ
し
て
、自
ら
築
き

上
げ
た
信
頼
関
係
が
生
み
出
し
た
賜
物
だ
と
、

す
ぐ
に
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス

（
英
：                        

）

と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。「
仕
事
と
生
活
の
調

和
」
と
訳
さ
れ
、「
国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
や
り
が
い
や
充

実
感
を
持
ち
な
が
ら
働
き
、

仕
事
上
の
責
任
を
果
た
す
と

と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生
活

な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て

期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人

生
の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様

な
生
き
方
が
選
択
・
実
現
で

き
る
」こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
今
の
私
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
す
。

母
親
で
あ
る
時
間
、社
会
人
で
あ
る
時
間
、ど

の
時
間
も
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仕
事
が
大
変
だ
か
ら
、
子
育
て
が
大
変
だ
か

ら
と
逃
げ
て
い
て
は
、
充
実
感
は
生
ま
れ
ま

せ
ん
。母
親
の
自
分
、
社
会
人
の
自
分
、
自
由

時
間
の
自
分
を
効
率
よ
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し

て
い
け
ば
、毎
日
が
楽
し
く
、充
実
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
私
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、大
き
な
声
で
の
挨
拶
で
す
。挨
拶

を
さ
れ
て
嫌
な
思
い
を
さ
れ
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
し
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方

で
も
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。常

識
的
な
こ
と
で
す
が
、
出
来
て
い
な
い
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
職
場
や
ご
近
所

だ
け
で
な
く
、ご
家
庭
で
も
、生
き
て
い
く
基

本
と
し
て
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
（
山
本
美
和
さ
ん
談
）

❻

w
ork-life balance 
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き
る
」こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
今
の
私
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
す
。

母
親
で
あ
る
時
間
、社
会
人
で
あ
る
時
間
、ど

の
時
間
も
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仕
事
が
大
変
だ
か
ら
、
子
育
て
が
大
変
だ
か

ら
と
逃
げ
て
い
て
は
、
充
実
感
は
生
ま
れ
ま

せ
ん
。母
親
の
自
分
、
社
会
人
の
自
分
、
自
由

時
間
の
自
分
を
効
率
よ
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し

て
い
け
ば
、毎
日
が
楽
し
く
、充
実
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
私
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
こ
と
は
、大
き
な
声
で
の
挨
拶
で
す
。挨
拶

を
さ
れ
て
嫌
な
思
い
を
さ
れ
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
し
、
初
め
て
お
会
い
す
る
方

で
も
話
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。常

識
的
な
こ
と
で
す
が
、
出
来
て
い
な
い
方
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？
職
場
や
ご
近
所

だ
け
で
な
く
、ご
家
庭
で
も
、生
き
て
い
く
基

本
と
し
て
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。　　
　
　
　
（
山
本
美
和
さ
ん
談
）

クラブトピックス

◇第42回関西マーチングコンテ
　スト　金賞受賞　　　　　　
　関西代表（9月　大阪府）
◇第27回全日本マーチングコン
　テスト　銀賞受賞　　　　　
　　　　　（11月　大阪府）

◇第38回全国高等学校総合文化
　祭〈郷土芸能部門〉　
　優秀賞受賞　（8月　茨城県）
◇第34回近畿高等学校総合文化
　祭＜郷土芸能部門＞　
　　　　　　（11月　福井県）
◇第3回全国高校生伝統文化　
　フェスティバル
　村田製作所賞受賞

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉
　女子100ｍ 壹岐いちこ 7位入賞
　　　　　　　（8月　山梨県）
◇日本ユース陸上競技選手権大会
　女子100ｍ 壹岐いちこ 8位入賞
　　　　　　（10月　愛知県）

◇全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉　
16年連続　18回出場　ベスト8
　　　　　　 　（8月　東京）
◇国民体育大会〈少年女子〉　
　8年連続 14回出場　
　　京都橘単独チームで出場
　　準優勝　　（10月　長崎県）

陸上競技部吹奏楽部

太鼓部

❼

女子バレーボール部

男子サッカー部

2014年度の主なクラブの全国大会での戦績

卒業生の皆様へ

● 日　時

● 場　所
　

● 内　容

● 会　費

2015年6月21日（日）  午前11時00分（受付は10時30分より）
ホテルグランヴィア京都  
京都市下京区烏丸通塩小路下ル JR京都駅中央口　TEL（075）344-8888

会務・会計報告・予算案・懇親会
8,０００円（学生・未成年の会員は4,0００円）

■ ご出席のお申込は、会費の納入ををもって受付をさせていただきます。
　 なお、準備の都合上お振込は6月16日(火曜日)までにお願いします。

記

2015年度 春光会総会・懇親会のご案内

◇全日本高校バレーボール選手
　権大会　〈春の高校バレー〉
　　ベスト16　　（１月　東京）

◇国民体育大会〈少年男子〉　
　京都選抜チームとして出場
　第3位　　　（10月　長崎県）
◇全国高校サッカー選手権大会
　ベスト 8　　　（1月　東京）

　本年度の春光会総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。同窓生の皆様お誘いあわせの上、懐
かしいひとときをお過ごしくださいますようご案内申し上げます。
　なお、今年度も、退職教職員の会である「橘翔会」と教職員との合同で懇親会を開催いたします。
懐かしい恩師もたくさんお見えの事と思いますので、ぜひご参加ください。
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今
回
御
紹
介
す
る
お
店
は
、
京
都
伏
見　

春
の
天
皇
賞
や
三
冠
競
争
の
最
終
レ
ー
ス
秋

華
賞
、
菊
花
賞
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
競
馬
場

と
し
て
有
名
な
J
R
A
京
都
競
馬
場
や
定
綱

が
築
城
主
と
さ
れ
る
穴
蔵
式
の
淀
城
で
有
名

な
京
阪
電
気
鉄
道
淀
駅
か
ら
車
で
五
分
程
に

❽

あ
る
京
滋
バ
イ
パ
ス
久
御
山
淀
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
近
く
の
喫
茶
店「
バ
ン
ブ
ー
淀
」を

御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
お
店
は
橘
を
中
学
か
ら
入
学
さ
れ
昭

和
四
十
一
年
に
高
校
を
卒
業
さ
れ
ま
し
た
寺

田
晃
子
様（
現
在　

青
竹
晃
子
様
）が
ご
主
人

様
と
ご
結
婚
後
、
昭
和
五
十
四
年
に
開
店
さ

れ
、
現
在
は
ご
家
族
み
な
さ
ん
で
営
ん
で
お

ら
れ
る
お
店
で
す
。今
年
で
三
十
六
年
目
を

迎
え
る
こ
の
お
店
は
、
長
年
地
域
の
み
な
さ

ん
や
お
昼
時
に
は
遠
方
か
ら
も
車
で
来
ら
れ

る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
や
近

隣
の
自
営
業
者
の
方
な
ど
、夜

は
ご
近
所
の
ご
家
族
と
、店
内

は
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
喫
茶
店
で

は
と
て
も
珍
し
い「
天
ぷ
ら
う

ど
ん
定
食
」「
肉
う
ど
ん
」「
う

な
ぎ
丼
」「
か
つ
丼
」な
ど
も
あ

り
、
他
に
も
ラ
ン
チ
限
定「
日

替
わ
り
サ
ー
ビ
ス
ラ
ン
チ
」や

「
エ
ビ
フ
ラ
イ
定
食
」な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
定
食
も
あ
り
ま
す
。

特
に
お
店
の
名
前
の
つ
い
て

い
る「
バ
ン
ブ
ー
定
食
」は
、大

き
な
肉
汁
た
っ
ぷ
り
の
ハ
ン

バ
ー
グ
に
エ
ビ
フ
ラ
イ
な
ど

が
つ
い
て
い
て
、こ
れ
を
目
当

て
に
来
ら
れ
る
女
性
の
方
も

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
。

店
内
は
と
て
も
家
庭
的
な
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
、
晃
子
さ
ん
を
は
じ
め
ご
家
族
の
み
な

さ
ん
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
る
、
こ
こ
に
も
長
年

お
店
が
お
客
様
か
ら
愛
さ
れ
る
理
由
の
１
つ

だ
と
感
じ
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
１
度
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
…

　

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
私
は
こ

の
近
く
に
三
十
年
近
く
住
ん
で
い
て
、
こ
の

お
店
の
珈
琲
や
ラ
ン
チ
が
大
好
き
で
友
達
と

の
ラ
ン
チ
女
子
会
で
こ
の
お
店
を
訪
れ
て
は
、

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
取
材
の
話
で
初
め
て
同
じ
高
校

の
先
輩
の
お
店
だ
と
知
り
ま
し
た
。み
な
さ

ん
も
同
級
生
や
先
輩
後
輩
の
方
が
営
ん
で
お

ら
れ
る
お
店
を
御
存
じ
で
あ
れ
ば
、
今
後
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
一
報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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京
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営
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9
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00
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定
休
日　

毎
日
曜
日


